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１．概要（Summary） 

上水道配水管は長年の使用に伴って水中の微粒子、

微生物等が管内面に堆積し、水道水質を悪化させる。そ

こで、本研究では配水管内面に対するこれらの付着特性

を明らかにすることを目的とした。具体的には、1)実際の

複数の配水管内面材質について、微粒子の付着に影響

するパラメータと考えられる表面粗度を測定した。2)一般

的な配水管内面材質であるセメントモルタル試験片を用

いて、大腸菌の付着実験を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3D測定レーザー顕微鏡、共焦点レーザー走査型顕微鏡 

【実験方法】 

 配水管内面材質としてエポキシ樹脂、PE、PVC、HI、

セメントモルタルを、比較対照物質としてガラスとテフロン

を選定し、これらで作られた試験片の平均粗さ Ra を 3D

測定レーザー顕微鏡(オリンパス)によって測定した。 

実験室にて培養・回収した大腸菌懸濁液を用いてセメ

ントモルタル製の試験片に対するバッチ式の付着実験を

行った。水中の大腸菌濃度 108 cells/mL程度とし、試験

片を 2 時間以上接触させた後、付着した菌体を蛍光観察

した。なお、セメントモルタルは表面の凹凸が大きく一般

的に用いられる蛍光顕微鏡では観察が難しいため、共焦

点レーザー走査型顕微鏡を用いた検鏡を試みた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 各材質の平均粗さを測定したところ、Fig. 1のようになっ

た。検討した材質の中では、モルタルやPE(ポリエチレン)

の粗度が大きかった。一方、ガラスの粗度は非常に小さく、

平滑な素材であることが確認された。 

 また、モルタル上に付着した大腸菌は Fig. 2のように確

認できた。凹凸の大きなモルタルにおいても、深さ方向に

多段的に焦点を合わせながら蛍光観察し得られた視野を

重ね合わせることで鮮明な蛍光像を得られた。 
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Fig. 2 E. coli attached on mortar piece visualized  

 by confocal scanning laser microscopy. 

 

  
Fig. 1 Roughness of each water distribution 

         pipe material. 


